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論文審査の結果の要旨 

細菌が侵入すると免疫系が活性化されてこれを除去する。これら“専門家”は細菌が細胞内に侵入してしまった後は

手を出せないが、それでも細胞は自身の力でこれを除去する事ができる。それが細胞内バルク分解システムであるオ

ートファジーによる細菌の除去、すなわちゼノファジー（Xenophagy）である。ゼノファジーは主に細菌感染の第一の

ターゲットである上皮細胞を用いて研究が進められているが、本審査論文でLu Shiou-Lingさんは、細菌が血管内に侵

入して重篤な症状を示す状況を考慮し、これまで不明であった内皮細胞におけるゼノファジーの仕組みを詳細に論じ

ている。まず、Luさんは内皮細胞では一度感染すると細菌の増殖に歯止めが効かなくなる事を見つけた。さらに、内

皮細胞内で細菌が増殖するのはオートファジーによる細菌の認識機構が上皮細胞とは異なるためであるという、基礎

生物学としても臨床への応用を考慮しても非常に興味深い発見をした。詳細なメカニズムについても一歩踏み込んだ

解析と議論を展開しており、その病理学的意義と合わせて審査会は非常に高い評価を与えるに至った。よってLu 

Shiou-Lingさんに博士号を授与するのが適切と考える。 


